き 取りに なられて は、 如何な もので ございましよう？ 

しょ ラと ぜじ 

なんでも 今 は、 お 二人共、 兄に 当ら れる 禅師の 君の 

ふもと 

御世話になられ、 志賀の 麓に 大層 心細い お暮らし を 

なす つ て 入ら つ しゃる そうで > ざいます が 」 

やっと 春の 立ち返った 或 日、 そんな 事 を 不意に 思い 

出した ように 年と つた 女房の 一 人が、 私の 前で 話し 出 

した。 そう、 そう 言えば、 そんな 御 方の 事 も 聞いて い 

た つ け …… と 私 は 以前 殿に そういう 女の 御 方 も あられ 

た 事な ど、 もう 殆ど 忘れ かけよう としてい たの を、 何 

という こ ともなし に 思い出させられた。 なんでも 

ようじょう い ん 

故 陽 成 院の御 後 だと か 云われる、 その 宰相が お 亡く 



なりに なって、 跡に たった 一人の 御 女ば かりが お 残 

されに なった 時、 そう 云う 事 をお 聞きになる とその ま 

まに はお 聞き過ごしに なれない 例の 御 性分から、 殿 は 

その 御 方 を 何くれとなくお 世話な すって いらし つたよ 

うだった が (一度な ど は 私のと ころから も あるた けの 

ひとえ 

単衣 を その 御 方の 許 へ お取り寄せ にな つ た 事 も あ つ た 

ふし あわ ぼい 

)、 そのうち その 不為 合せな 御 方 は、 御 自分の 本意 

からで もな く、 ときおり 殿 をお 通わせに なさって いら 

れる らしい 御 様子だった。 昔気質の 人ら しく、 それに 

殿よりも 少し 年上だった りした ので、 それまで 大 ぶお 

躊躇いな すったら しかった が、 やはり 何かと 行末が 心 



細く お思いな されて いた 折で もあろう し、 そう 頼もし 

そうに もない 殿 を もお 頼みになる より 外 はな か つたの 

かと 思えば、 反って お気の毒な ような 位であった。 し 

かし、 殿との 御 仲 は、 恐らく その 御 方のお 思いな すつ 

たのよりも、 ずっと 果敢い ものに ちがいなかった。 I 

I その後 一年と 立たない うちに、 その 御 方のと ころに 

女の 御子 様が お生まれ になった とか 云う 事 を 耳に して、 

或 日 私が それ を それとなく 殿に お訊きす ると、 「そう、 

そんな 事 もあった かも 知れん な」 と 殿 はいかに も 冷淡 

おつし 

そうに 仰 やられた ぎり だ つた。 私の 前な ので わざと 

そう 素 知らぬ ふり をして 入ら つ しゃる ばかりで もな さ 



た。 

御 返事 は 翌日 来た。 長い 御 消息だった。 養女の 件 は 

「喜んで」 などと いかにも 心よ い 返事 をして 下す つたが、 

その 同じ 御 消息の 中に、 以前 殿と おかたらいに なられ 

こまごま 

た 日頃の 事なん ぞを 何かと 思い出されて 細々 と 書かれ 

1-5- ノぁ r- 

てあつた。 自分なん ぞの 想像 以上に 不為 合せで あられ 

たらしい お 身の上に は、 何かと 胸 を 打 たれる ような 事 

のみ 多い のだった。 「いつのまにやら 目の前 を 霞が 一 

たち ど 

ぱい 立ち こめました ようで、 筆の 立 所 も わかり ませず、 

たいへ ん 見苦しい 字に な つ たようで ございます けれど 

」 と 最後 を 結ばれて あるの も、 いかにも その 御 方 



なんでも その 祭の 帰りぎ わ、 混雑 をき わめた 知足院 

の あたりで 道 綱の 車 は 一 台の 小 ざつば りと した 女 車の 

うしろに 続き 出した ので、 そのまま その 跡 を 離れぬ よ 

うにして 附 けて 往 くと、 向う でも それに 気がついたら 

しく、 家 を 知らせまい とする のであろう か、 ずんずん 

車 を 早めて 他の 車の 間に 紛れ込もう とする の を、 とう 

むすめ 

とう 最後まで 附 けて 住って、 その 女の 家 (大和 守の 女 

だと か …… ) をつ きとめて 来たと か 云う 話だった。 I 

I その 小さな 冒険 は、 内気 一 方に 見える 道 綱に も少か 

らず 気に入ったら しかった。 そうして その 跡を附 けて 

往 つた 車の 若い 女の こと を、 その 姿 を 見 もしない のに、 



女の子 を 養うよう な 余裕の ある 心 もちにまで なり 出し 

たのが 自分に も 不思議な 位で、 それで 筆 をと り 出した 

の だが、 矢つ 張、 此 日記 を 私に 書かせた もの は、 あの 

方への、 又、 自分自身への 一種の 意地であった かも 知 

れぬ。 しかし、 そういう 気 もち も だんだん 無くなり か 

力って レる 現在、 その 日 Ifiin 力 ザ j うして 終る ともなく 終 

ろうとして いるの も 当然で あるの だろう。 此 日記に い 

つかまた 別の 弾んだ 心で 向える ような 日の 来る まで、 

しばらく それ を 仕舞って おくた め、 私 はい ま、 この 物 

憂い 筆 をと つ ている と 言えよう か。 

ここ 数日、 雲の たたずまいが 険しく、 雨が 思い出し 



も、 殿から は その 事に ついては 何ん とも 御 返事がない 

ばかり か、 この頃 は 例の 近 江と かいう 女の 許へば かり 

繁々 とお 通いに な つ て 入ら つし やる と 云う お 噂 を 耳に 

したので、 私 はいよ いよもう これまでと 思い、 殿に は 

なんとも お断りせ ずに、 父の 言う とおりに 中 川の 家に 

移った のだった。 大層 山 近く、 河原に 沿うた、 ささや 

かな 家で、 本当に こんなと ころに こそ 住いたい と 年頃 

思って いたよう な 住いであった。 —— 其処へ 移って か 

ら なお 二三 日 は、 殿 はま だ それ をお 知りに なった 様子 

もなかった。 ようやく 五六 日立って から、 「どうして 

もう わ：；.' 

おれに 知らせて くれなかった の だ」 と 御文 を 申し 訣の 



まあ こんな 縫物 位の ためで はと、 私達の 果敢なかった 

仲が いまさら のように 思い返された リ している うちに、 

その 年 も 暮れた のだった。 

ながいこと 大 夫の 位より 昇進し なかった 道 綱が、 よ 

うまのすけ じもく 

うやく 右馬助に 叙せられ たの は、 その 翌年の 除 目の 折 

だった。 殿から も 珍ら しくお 喜びの 御文 を 下さったり 

した。 今度の 昇進 はよ つぼ ど 道 綱 も 嬉しい と 見え、 い 

そい そとして 其処 此処 御礼 まわりな どに 歩いて いたが、 

その 寮 (右 馬 寮) の 長官が 丁度 道 綱に は 叔父に あたる 

御 方な ので、 其処へ も 或 日お 伺いす ると、 まだお 若い 

その 御 方 は 非常に 歓 ばれて、 よも やまな 物語の 末、 何 



ようで、 私の 前なん ぞ では 山里に 一 人 佗しく 暮らして 

いる 母の 事な ど を 少しも 恋しそう に はしない 位、 —— - 

だが、 身体つ きな ど はま だ 細々 としていて、 全体に 何 

ういごと 

処 となく 子供 子供して いる。 初 事な ど はま だ 遠そう で 

ある。 そういう 誰の 目 にもつき そう もない 小さな 

草花の ように 生い 立って いる この 少女 を、 まあ その 御 

方 は 何処から お聞きつ けにな つて、 もう それに 御 目 を 

かけられようと している のだろう。 …… 

うまの かみ 

右 馬頭 は その 寮で 道 綱に お出合いな さると、 話の つ 

いでに かならず 撫子に つ いて 同じような 事 を 繰り返し 



「まあ 静かに してお 出」 とたし なめ、 それ を 取次いだ も 

のに は 「好い から、 いま、 私達 は 留守 だとお 答えな さ 

い」 と 言い つけた。 

が、 そうこう している うちに、 一人の 品の いい 青年 

が 中庭から お 這 入りに なって いらし つて、 目の 疎い 

まがき みす 

籬 の 前にお 立ち止まりに なられた のが 簾 ごしに 認め 

ねリぞ のうし 

られ た。 練 衣 を 下に 着て、 柔 かそうな 直 衣 を ふん わり 

と 掛け、 太刀 を 佩いた まま、 紅色の 扇の すこし 乱れた 

の を 手に もて あそんで いらし つたが、 丁度 風が 立って、 

その 冠の 纓が心 もち 吹き上げられ たの を、 そのままに 

なさりながら、 じっとお 立ちに なって 入らつ しゃる K 



相 変らず、 何かと 道 綱のと ころに 来られて は、 撫子の 

事で 同じような ことのみ 道 綱 を 仲に して 私に 言つ てお 

寄こしに な つ ていた。 

私 も、 さりげない 風 をして、 「姫 はま だ 小さい から I 

I」 と 同じような 返事ば かり 繰り返させ ていた。 それ 

お まら 、， 

に 丁度 道 綱が こんどの 賀茂 祭の 御祓に は 使者に 立つ 事 

になって いたので、 何かと その 支度 をして やらな けれ 

ばなら ない ので、 私 は それ をい い 事に その 方にば かり 

心 を 向け 出して いた。 自然、 撫子の 事 やなん ぞで 何ん 

のかのと 私 をお 苦しめに なられる、 頭の 君の 上から は 

心 を そらせが ちだった。 —— 頭の 君 も 頭の 君で、 毎日 



たような 私の 言葉が、 思わず 頭の 君 を、 もう 手 を かけ 

そうにし ていた 簾から 飛びす さらせた。 「そんな 御 あ 

しらい しかな されまい と は 夢にも 思いませんでした ご 

頭の 君 は 其処に 再び 顔 を 伏せながら、 「暫くな りと 簾 

のなかへ 入れて いただけたら、 只もう それだけで よろ 

けしき 

しゅう ございま したのに。 若し こんな 事で 御 気色 を 悪 

くせられ たようで したら、 重々 お詫びい たします から 

II 」 と 詫びられ ていた。 

私 はそう いう 頭の 君に 更に 圧し かぶせる ように 「い 

くら 私が 年 をと つていて、 私の 事 を 何ん ともお 思いな 

さらず とも、 簾の 中へ 御 はいりな さろうと いうの は、 



と 縁の 方まで す さって 往 かれた。 さっきの 橘 の 花の 

みす 

匂 は そちらから 頭の 君が 簾の 近くまで 持ち込んで 来た 

のにち がいなかった。 

私 はふと、 その 一瞬 前の 何ん とも 云えず 好かった 花 

よ みが え 

の 匂 を 記憶の 中から 再び うっとりと 蘇 らせ ていた。 

それが そのまま 暫く 私 を 沈黙 させて いた。 

頭の 君 はそう いう 私 をす つかりもう 自分の 事 を取リ 

合おうと はしない の だと 御と りに なつ て、 「何だかす つ 

かリ御 気色 をお 悪く させて しまいまして。 もう 何も 

仰 やって 下さらなければ、 私 は 帰った 方が よろしい 

のでしょう。 1 



ん どの 事 は 何も 御存知な いの だから、 別に かれこれ 言 

うこと もない ので、 私 は そのまま 勝手に させて おいた _ 

ほととぎす な 

そのうち 五月に なった。 時鳥が いつにな くよ く啼ぃ 

た。 昼間から こんなに 啼 くこと も 珍ら しい。 厠に は 

いっていて、 ほととぎすの 啼き声 を 聞く の は 悪い 前兆 

しばしば 

だとい つて 昔から 人々 が 忌む らしい が、 私 は 屢 それ 

を すら 空けた ように 聞く がま まに なって いた。 …… 

ながさめ 

いっか 世の中 は 長雨に はいり 出して いた。 十日た つ 

て も、 二十日た つても、 それ は 小 止み もな しに 降りつ 

づ いていた。 



を 御覧な すって 下さい まし。 御 目に かけても しょうの 

ない ものです けれど、 まあ、 これで 殿に 催促し にくい 

, つ け 

訣が お分かりになる でしよう から —— 」 と 言いながら、 

簾の 下から 差し出した。 

頭の 君 は それ を 手に せられる と、 ずう つと 縁の 先 ま 

力す 

で 滑り出して 往 かれて、 微かに 差して いる 月 あかりに 

すかしながら、 それ を いつまでも 見入って いられた。 

そう やって ながいこと 見て 入らし つた 後、 頭の 君 は 

何やら 口籠りながら それ を 簾の 下から、 こちらへ 差し 

入れられた。 それから 漸 つと 聞え るか 聞えない ほどの 

声で、 「御料 紙の 色 さえ わかり 兼ねます 位で、 折角な が 
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